
編集委員を務めていると，研究

成果と同じくらいに如何に読みや

すい論文を書くことが重要なのかを改めて痛感します．

せっかく素晴らしい成果を挙げても，論文を内容にふさわ

しい言葉で過小評価されることなく正確に理解してもらう

ように書くことは，決して簡単ではないからです．さらに

日本人の場合は，長い歴史の中で育てられた「謙虚な姿勢」

という文化の中にいるため，難解な文章で書かれた論文は

つい「自分には容易に理解できない奥深い崇高な研究だ」と

思いこむ傾向があります．これはかつての日本の教育に

あった，教師と生徒の上下関係が明確だった封建的な体制

の歴史にも関係しているのかもしれません．教壇の上から

教師が話す言葉は如何に難解であろうとも，理解できない

のは精進が足りない生徒の責任であり，教師が生徒に歩み

寄ることは稀だったといいます．

しかし，例えば学会で平易な言葉使いでわかりやすい発

表を行った場合，それが簡単で誰でも理解できるからと

いって決して「レベルの低い研究」ということにはなりま

せん．またわかりやすい発表だからこそ欠点も伝わりやす

ので，そこを厳しく追及されることもあるでしょうが，研

究に課題が残るのは当然のことですし，本当に優れた成果

であれば多くの人にその価値は伝わると思います．一方で

難解な言葉使いをする人の発表には質問も少ない傾向があ

ります．質問が出ないのは研究が高尚だからではなく，発

表者の意図がさっぱり聴衆に伝わっていないからだといえ

ます．

つまり，論文執筆にあたって一番重要なのは，読者の立

場に立って書くことではないでしょうか．どんなに素晴ら

しい成果も読者に理解されなければ意味がないからです．

特に研究業界の人間は研究の意義とその成果について一般

の方々に詳しく説明することも求められています．優れた

成果を挙げるために鋭意努力することと同じくらいに，そ

れをできるだけ多くの方々にわかりやすく伝える努力も必

要なのでしょう．現代の学術論文において日本人が我々の

文化の中で伝統的に守ってきた「謙虚な姿勢」とは，読者

側がもつ姿勢ではなく，執筆者側がもつべき姿勢なのかも

しれませんね． （浦野 創）
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